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できるのか考え、活動に参加するまでは、うまく教えら
れるか、子ども達と仲良くなれるかなど不安もありました。
しかし、実際に子ども達と接して、経験の有無に関わ
らず、どんなことでも挑戦する姿勢が大切なのだと気
付きました。これからは広い視野を持って、自分にでき
ることは、たとえ微力であっても、子ども達の力になれ
るように、継続してやっていきたいと思いました。
私は、昨年 11月から今年 7月まで、週に一度か
二度、栃木中央小学校で中央アメリカ出身女児の支
援に当たってきました。大学の講義で外国人児童生
徒の存在を知り、興味を持ったのがきっかけです。教
育現場を知りたいとも思っていました。
昨年、彼女は1年生。月・金曜日は在籍学級にいて、
火・水・木曜日は校内の日本語教室に通っていました。
私は金曜日に訪れ、在籍学級に早く馴染めるように支
援したり、授業中の先生の言葉を分かりやすく説明し
たりしました。自分の感情や考えを言葉にできないとき、
彼女は黙ってしまうこともあり、意志疎通の難しさを実
感しました。
2 年生になると、在籍学級で毎日過ごすことになり、
他の児童と同じペースで、同じ内容を勉強するため、
日本語能力が上達してはいるものの、授業の内容をき
ちんと理解することは正直難しい状態です。どうすれ
ば理解できるのか、支援に行くたびに考えていました。
彼女のための支援が本当にできているのかと悩む時も
ありましたが、訪れると、いつも笑顔で挨拶してくれ、
自分の席の近くに私が座るための椅子を用意してくれ
る姿をみて、この子のために少しでも力になりたいと思
いました。
1・2 年生と連続してボランティアをしたので、成長
や変化、次の段階へ進んだ時に生じる課題などに向
き合いながら支援することができました。継続して支援
本校には、１年生の２学期に中央アメリカから編入
してきたＡ児がいます。現在は２年生になり、在籍学
級で楽しく学校生活を送っています。これも学生ボラン
ティアの支援があったからこそだと感謝しています。
Ａ児は人懐っこく、クラスにもすぐ溶け込みましたが、
学習面や集団生活の約束の理解の面で本人も担任と
しても戸惑うことが多かったです。そんなとき、学生ボ
ランティアについて知り、昨年１０月より估川さんに週１
を行うことで、互いの理解が深まり、よい関係が築け
ると思いました。
グローバルな現代社会では、様 な々国の人 と々共生・
共存することが求められますが、まさしく教育にも当て
はまることだと思います。外国人児童生徒教育の重要
性が増す中、日本人児童に対するグローバル教育も
今後重視していく必要があると思いました。また、対
象児童生徒に必要な支援を行うことは勿論のこと、同
時に教師の支えになれる支援をすることも大切だと思い
ました。そう思うようになったのは、今年行った教育実
習時に教師の視点を養う機会を得、教師の多忙さを
肌で感じ、貴重な時間を過ごすことができたからです。
最後になりますが、担任の花田先生や日本語教室
の石塚先生には、授業のことや対応の仕方等を相談
させていただき助けていただきました。先生方と協力
してできたことも学習支援を継続できた糧の１つです。
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回来ていただき、学習や生活面での個別指導をお願
いしました。估川さんは、常に「Ａ児にとって、より効
果的な支援は何か」という視点を持って活動に当たっ
てくださいました。Ａ児にとっては、自分の思いをすぐ
そばにいて受け止め、対応してくれる估川さんの存在
が大きく、安心して学校生活に臨める支えとなりました。
担任として、安心できる環境づくりを一緒に行ってく
ださったことに心から感謝いたします。
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